
コミュニケーションを司る電子メール・システムは、ある意味、大学に おける基幹システムといえます。

しかし、電子メール・システムを取り巻く状況は目まぐるしく変化し、数多くの分野にまたがる複雑性を有します。
たとえば、ウイルスや スパムなどのセキュリティ的な課題、セキュリティポリシーと関係するガバナンス的な課題、
そして Google や Microsoft の無料メールサービス登場による経営的課題にまで及びます。

こうした混沌とした状況下で、今後、大学が選択すべき電子メール・システムの在り方について、議論の場を設
けたいと考えます。

CAUA FORUM 2008はオープン開催です。CAUA会員の皆様はもちろん、大学で電子メールシステム運用・

導入などに関わる、会員以外の方々のご参加もお待ちしております。

開催要項

ＣＡＵＡ第9回定時総会
ＣＡＵＡ ＦＯＲＵＭ2008

お問合せ先

住所 東京都千代田区霞が関3-2-5 霞が関ビル
伊藤忠テクノソリューションズ株式会社
企画開発部内

TEL    03-6203-4580
FAX    03-5512-3034
e-mail  caua-ad@ctc-g.co.jp
URL http://www.ctc-g.co.jp/~caua/

ＣＡＵＡ事務局

所在地

住所 〒102-0085千代田区六番町15番地 TEL 03-3265-8111

交通アクセス

JR 四ッ谷駅（麹町口）下車徒歩1分
東京メトロ南北線：四ッ谷駅（四ツ谷口）下車徒歩3分

地図URL http://www.plaza-f.or.jp/information/otoiawase/otoiawase.html

■日 時： 2008年 6月 6日（金）
14：00～17：30（受付開始 13:45）

■会 場： 主婦会館プラザエフ(東京・四ツ谷)
B2F 国際会議場クラルテ

■参加費： 参加費無料

CAUA会員外は資料有料（１部¥1,000）

■定 員： 80名 （事前申込み制）

■参加申込： WEBまたはFAXでお申込み下さい
[WEBからのお申し込み]

以下URLからお申込み下さい。
http://spider.ctc-g.co.jp/web/fm/edu/2008022g

[FAXからのお申し込み]
所定申込書に必要事項を記入の上送付下さい。

■主 催：ＣＴＣアカデミックユーザーアソシエーション（CAUA）

会場案内図

注記

（1）資料を購入されなくても、ご参加いた
だけます。

（2）会場でお支払の場合は、お釣りのな
いようご協力をお願い申し上げます。

（3）FAX参加申込書が必要な場合は、
CAUAホームページからダウンロード
されるか、CAUA事務局にご連絡をお

願いいたします。

(4)資料代及び懇親会費をお振込み希望
の方は、申込書にご記入ください。



13:00
▼

13:45

ＣＡＵＡ第9回定時総会

（１）２００7活動報告・会計報告
（２）２００8年度活動計画
（３）その他

13:45
▼

14:00
会場整理

17:40
▼

19:30

懇親会(CAUA会員・会員外共に会費¥1,000)

14:10
▼

15:10

【基調講演】 これからの電子メールに求められるもの（仮題）

安東 孝二 先生(東京大学 情報システム本部 特任講師)
桝田 秀夫 先生(京都工芸繊維大学 情報科学センター 准教授)
武蔵 泰雄 先生(熊本大学 総合情報基盤センター 准教授)

吉野 英治 先生(日本大学 総合学術情報センター 事務長)

15:20
▼

17:20

【パネルディスカッション】 電子メールの現状とこれから

パ ネ リ ス ト（50音順）

【ＣＡＵＡ会員限定】ＣＡＵＡ総会

ＣＡＵＡ ＦＯＲＵＭ 2008

14:00
▼

14:10

【開会挨拶】

「大学における電子メールを再考する」

安東孝二先生 （東京大学 情報システム本部 特任講師 ）

（会場：主婦会館プラザエフ 8階スイセン）

【オープン開催】

第１部：パネリスト発表(15:20－16:20)
第２部：討論(16:20-17:20)

17:20
▼

17:30
【閉会挨拶】

林 英輔 先生

（麗澤大学教授・情報システムセンター長 CAUA会長）

プ ロ グ ラ ム

中島淑乃 （伊藤忠テクノソリューションズ株式会社）司会

斉藤 馨 先生

（東京大学大学院准教授 CAUA運営委員長）

講師との質疑応答、参加者同士の情報交換にお役立てください。

電子メールシステムの現状と、原本性保証や監査などの将来的
課題を整理いただき、今後の電子メールシステム導入のための
評価軸を語って頂きます。


